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大学におけるネットいじめの様相と対策 
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企 画 主 旨 

 近年，携帯電話やスマートフォンなどの携帯

型電子通信機器は急速な発展と普及を遂げ，イ

ンターネット（以下，ネット）の世界はかつて

ないほど身近なものとなった。そこでは個人の

現実社会での属性による制約も少なく，誰もが

気軽に情報を共有・交換し，自由なコミュニケ

ーションを享受できているように見える。とこ

ろがその反面，情報の真偽や利用方法，犯罪レ

ベルの判断等を誤れば，ネット上で他者を誹謗

中傷するなどのネットいじめ，LINE や Twitter

などのソーシャルネットワークサービス（SNS）

上に自身が関与した公共の場での問題行動を

撮影した画像や動画を投稿し，不特定多数の閲

覧者から非難や暴言を浴びるという炎上投稿，

さらにはリベンジポルノなどの性犯罪や暴力

犯罪への巻き込まれなど，様々な問題行動に関

与してしまうリスクと隣り合わせでもある。 

これまで主に中高生までを想定し，学校や教

育委員会による情報モラルやメディアリテラ

シー向上等の指導・教育の実施，警察によるサ

イバーパトロールなど防犯体制の強化，携帯電

話事業者などによる未成年者へのフィルタリ

ングサービス提供等が行われて一定の成果を

あげてきたが，大学生のネットいじめを含むネ

ット問題については，あまり注目されてこなか

った。しかしながら，2013 年頃から大学生が関

与した炎上投稿や，SNS 上で他者とつながって

いることが精神的疲弊をもたらす SNS疲れ問題

等がしばしばメディアに取り上げられている。

また最近では，自身の性的志向性を友人に SNS

上で暴露された大学生が自死するという痛ま

しい事件も起こっており，LINE という手軽な手

段によって行われてしまったアウティングが

深刻な結末を迎えてしまったという意味で，ネ

ット問題に関する一事例として捉えられる。 

本シンポジウムでは，特に大学生のネットい

じめに焦点を当て，関与の様相と関連要因を検

討するとともに，大学における先駆的なネット

いじめ予防・対策実践を紹介する。そのうえで，

大学におけるネットいじめ問題への今後の対

応のあり方について，検討する。 

大学におけるネットいじめの様相 

－大学生の経験と認識－ 

金綱知征 

大学生のネットの利用実態について，大学生

になると勉強や課題に関する情報収集や，SNS

等を用いた友人とのコミュニケーションなど

でネットを利用する時間がそれまでよりも増

加する傾向にあることが報告されている（岡

本・三宅他, 2014）。また大学生のおよそ 2 割

がネット利用中に何らかのトラブルを経験し

ており，なかでもネット上での誹謗中傷など対

人トラブルが顕著であることが報告されてい

る（岡本・三宅他, 2014）。ところが，大学生を

対象としたネットいじめに関する報告はあま

り多くない。 

そこで本話題提供では，大学生 600 名を対象

に実施した，「ネット掲示板・SNS 上での誹謗中

傷および個人情報暴露」「嫌がらせメールの受

信」「なりすましによる偽情報流布」「望まない

動画像の拡散」という 4 つのネットいじめ被害

に関する経験と認識をたずねた調査結果につ

いて報告する。ネットいじめについては，昨今，

従来型いじめとの重複性や順次性の問題が議

論されているが，本調査においても，いずれの

被害についても，ネット上の人間関係ではなく，

現実世界の身近な人間関係が反映されたもの

であると認識されていることが示された。また

自らが何らかの被害を経験している者や身近

な人間の被害を見聞した経験をもつ者は，そう

した経験をもたない者に比べて将来の被害に

対する危機意識や予防意識が高いことが示さ

れた。 

これらの結果を踏まえ，本話題提供ではさら

に，ネット上の逸脱行為を促進させ，また被害

への予防意識を低下させる要因として考えら

れているネット上の匿名性に関する信念が，ネ

ットいじめ被・加害に及ぼす影響について検討

した結果についても報告し，今後の予防・対応

のあり方について検討したい。 
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ネットいじめ被害時の遮断的対処の逆説的影響 

－ネットいじめが起きたとき，我々はどう対処

すべきなのか？－ 

藤 桂 

 ネットいじめがもたらす影響のネガティビ

ティは，様々な研究において示唆されてきた。

学校の中で生じる従来型のいじめと同様，ネガ

ティブ感情を引き起こす（Ybara & Mitchell, 

2004；Wolak, Mitchell, & Finkelhor，2006；

三島・本庄，2015）のみならず，長期に渡る心

理的問題をもたらすことも示されてきている

（鈴木・坂元・熊崎・桂，2013；Cole, Zelkowitz, 

Nick, Martin, Roeder, Sinclair-McBride, & 

Spinelli，2016）。それゆえ，ネットいじめが発

生した際には，その影響を可能な限り低減する

ことが重要であり，何らかの対処を即座に行っ

ていくことが課題となる。しかし，具体的には

どのような対処が有効なのであろうか。 

これを踏まえ本話題提供では，ネットいじめ

被害経験のある者を対象に実施した調査結果

について紹介する。特に，多くのケースにおい

て行われる「ネットやパソコン・携帯機器を全

く見ないようにする」「被害を受けた自分のサ

イトをすぐに閉鎖する」「メールアドレスを変

更する」などの遮断的対処が，その後のネガテ

ィブ感情の増大といった短期的影響のみなら

ず，大学入学以降の対人的態度の消極化といっ

た長期的影響にも結びつくことを示した分析

結果について報告する。 

この結果に関連づけながら，本話題提供では

さらに，ネットいじめの被害経験者自身が有効

であったと考える対処方法がどのようなもの

であるかについて分析した結果も紹介する。そ

して，これらの分析結果を踏まえて，今後のネ

ットいじめへの対処のあり方について「何をす

べきで，何をすべきでないか」「何が求められ，

何が求められていないか」という観点から新た

な方向性を提示しつつ，大学におけるネット問

題対策のあり方についても議論を深めていく

予定である。 

大学におけるネットいじめ対策 

－学生相談やピアサポートを用いた実際の

予防・対策実践－ 

金山健一 

大学では，一見ネットいじめは目立たないが，

それはまだ大学がその問題を的確にキャッチ

できていない可能性が高い。では，大学ではど

のようにネットいじめを把握し対応している

のか，A 大学の包括的学生支援を紹介する。 

1 次支援では居場所づくりと予防的な対応を

実 施 す る 。 UPI （ University Personality 

Inventory）を全学で実施し，心に問題を抱える

学生，ネット問題に直面している学生を早期に

発見し対応していく。UPI の結果から，必要に

応じて個別の教育支援計画を策定し支援を展

開する，また，初年次教育で情報モラル教育「ケ

ータイと法律講座」「サイバー警察講座」を実施

し，予防的な取り組みを実施する。 

2 次支援では，チーム支援とピアサポートを

実施する。全国の大学ピアサポートの実施率

（日本学生支援機構, 2017）では，大学全体で

は 49.3％，国立大学 83.5％，公立大学 34.9％，

私立大学 46.4％と急増している。ピアサポート

参加者には，一般学生の他に，精神的課題があ

る学生，ネットいじめで傷ついている学生など

の要支援学生がいるが，両者のピアサポート研

修・活動による効果には差がないことが確認で

きた（金山，2014）。また，要支援学生への具体

的な対応方法（金山，2015）についても報告す

る。 

3 次支援では，医療機関・警察との連携を図

る。ネットいじめなどの問題に直面している学

生は，心的ストレスで精神疾患になる場合もあ

り医療機関との連携も必要である。また，ネッ

トでの誹謗中傷など，警察での対応が必要な場

合もある。 

大学におけるネットいじめ対策は，スクリー

ニング・テストを活用し，予防教育，ピアサポ

ートを活用した包括的学生支援が必要である

といえるが，抱える課題や問題を議論したい。 

 

 

【本シンポジウムは, 科学研究費助成事業（学

術研究助成基金助成金 基盤研究（C）「インタ

ーネット上における仮名や匿名の自己呈示と

ネットでの問題行動との関連」（課題番号

16K04788・研究代表者 金綱知征）による研究活

動の一環である】 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


